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 １．総合能力 

     建築に関わる学術・技術・芸術を総合的に把握し，あわせて理論と実践の 

    知識を統合する知力に満ち溢れた建築家・建築技術者の養成。 

 

 ２．専門知識と基礎知識 

    建築家・建築技術者としての高度な専門知識の習得と自然科学，人間科学， 

   社会科学の広範な知識の習得。 

 

 ３．実践能力 

    社会および自然に及ぼす能力の習得とその責任を自覚する能力（倫理観） 

   の涵養。 

 

 ４．先駆性 

     先駆的な研究・教育の実践者となりうるリーダーの養成。 

 

 ５．国際的視野 

     建築家・建築技術者に必要な地球的・国際的視野の習得と涵養。 

 

 

 

 

 


